


ごあいさつ

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来場をいた

だきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、メンバー諸君が仲間と貴重な、しかも楽しい音楽経験を積み重ねて、はや第25回 目となりました。今回

の演奏会は指揮者に第 1固定期演奏会でメンデルスゾーン作曲、交響曲第 3番「スコットラン日 を指揮していただいた、滝本

秀信氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますます努力と研鑽を積み重ね、魅力あふれる交響曲を、披露してくれるものと期待

致しておりま丸

本日の聴き所は1877年 4月 にHalls Rott lRoth)ハ ンス・ロット (ロート)が書き上げました、「ユリウス・カエサル (ジ

ュリアス・シーザー)」 前奏曲です。

ちなみにロットはオーストリア・ウィーン生まれの後期ロマン派 (ブルックナー、マーラー等)の作曲家でオルガニストでも

ありますし、近年ロットの作品が再評価され、第 18固定期演奏会に於いても金 正奉氏の指揮で交響曲第 1番ホ長調が演奏さ

れております。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心向白にわたるご支援を賜りました皆様方をはじめ、ご指導

下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますますの発展を祈りまして、瑯 とさせていただきま丸

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和田之宏

ある有名なチェリストが来日し、日本のオーケストラと演奏旅行をしました。演目は定番のチェロ協奏曲で、各地で絶賛を博

していました。オーケストラの団員はソリストに随行するので同じ演目を何度も聴くわけですが、ある奏者が次のようなことを

言つています。「彼は演奏会のたびにアンコールで同じ曲を演奏するが、どの演奏もひとつとして同じものがなし、 どれもちが

っていて、どれもいしヽ これが本当の一流奏者だ」と。

これでいいだろうと自分が思ってしまったら、そこで芸は止まるといいます。芸術に上限はないのです。私たちも現状に満足

せず常に高みを求め、より良い演奏を聴いていただけるよう日々 取り組んでいます。きょうの演奏も最後までごゆっくりお楽し

みくださしヽ

京都フィロムジカ管弦楽団団長  長岡武志

“ “ “ “

α α

“

                   
“ “ … “ “

                   
…

お客様へのお願い
⌒―誰もがより楽しめる音楽会にするために、皆様のご協力をお願いいたします～

0携帯電話・アラーム付腕時計など音の出る機器の電源は必ずお切り<ださい。

・演奏中の私語は固<お断りいたL/1す。

・客席では 岨 報 許可のない録音・録画は固<お断りいたします。

・補聴器がまれに異常音を発することがお います。ご使用の方はご注意願います。

・演奏中の客席へのご入場は固くお断りいたL/1す。

・咳払いもできるかぎりお控え<ださい。どうしてもこらえられない場合はハンカチやタオルで□をおおうよ

う、周囲のお客様へのご配慮をお願いいたL/1す。なa)寅奏中の「のど倉包 の使用|よ 開封の音がかえって

周囲のお客様のご迷惑になりますので、ご遠慮願います。
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指揮者

滝 本  秀 信  (たきもと ひでのD

指揮を汐澤安彦氏に学び、」BA日本吹奏

楽指導者協会認定指導者として活動をする

かたわら、指揮法を伊吹新
二
、編曲・和声学

を櫛田以之扶の各氏に師義 95年より国外

においてオーケストラ指揮の研鑽を積み、ク

ルト・レーデル (イ タリア・レスピーギ音楽

院)、 リヒァル ト・エデリンガー (ウィーン

国立音楽大勃 、アレクサンドル・ヴェデル

ニコフ、レオニード・ニコラエフ、イーゴル・

シュテッグマン (モスクワ国立音楽励 、ア

レキサン

'レ

・カントロフ (サンクトペテル

ブルク・バレエ・シアター)各氏に師事。

ロシアヘは度々渡り、リムスキー=コルサコフ作曲『交響組曲シェヘラザード』チャイコフスキー作曲『交響曲第5

番』他を次々に指揮し好評を博す。また、『ナタリー・ショケット・オペラ・コンサート』京都公演、京響特別演奏会・

大友直人指揮フォーレ作曲『レクイエム』、京響460回定期演奏会。同氏指揮ベートーベン作曲『交響曲第9番』等
の合唱指揮、バレエ専門オーケストラ・ウィングフィノL/ハーモニー管弦楽団音楽監督として、横須賀芸術劇場における

伊与田バレエスタジオ『白鳥の湖』全幕公演、アミ。ドゥ。バレエ『くるみ割り人形』Fパキータ』『コッペリア』全幕

公演他を指揮:本場ロシアにおいてもサンクトペテルブルク・バレエ・シアター『白鳥の湖』全幕を成功に収め絶賛を

受ける。堺フィノレ ―ヽモニー交響楽団と取り組んだ “モダンダンス&ク ラシック音楽'という異色のコラボレーション

も話題を呼んた

07年ブルガリア・ブラツァ・フィノL/ハーモニー・オーケストラを客演指揮: ドボルザーク作曲交響由第9番「新世

界より」及び同「チェロ協奏曲」をアナトーリ・クラステフ氏と共演し、スタンディングオベーションによる絶賛を受

ける。08年チェコにおいても西ボヘミア交響楽団を客演指揮する等、意欲的に活動をしている。

これまでに、ウクライナ国立フィ′″ ―ヽモニー、ロシア国立サンクトペテルブルク・シンフォニー・オーケストラ “ク

ラシカ"、 同市オーケストラ・ザゼルカーリ、ブルガリア国立ブラツァ・フィノ1/ハーモニー。オーケストラ、チェコ共

和国西ボヘミア交響楽団、京都フィロムジカ管弦楽団、ウィングフィ′レ ―ヽモニー管弦楽団、堺フィノレ ―ヽモニー交響

楽団、福井大学交響楽団、大阪市立大学交響楽団、京響市民合唱団、京都吹奏楽団、阪急百貨店吹奏楽団他、数多くの

管弦楽団・吹奏楽団・合唱団の指揮をする。
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ここで、カエサルの生涯を振り返つておこう。ガイウス・ユリウス 。カエサルは紀元前 1世紀のローマの政治

家 。武将で、北はブリテン島から南はアフリカにまで至る広大な範囲で侵略戦争を展開。奪つた土地から得られ

る収入を基盤にしてローマにおける政治的地位を確かなものにしていき、政敵を武力で破って独裁的地位を手に

する。このように、戦争によって権力を確立したカエサルではあるが、決して連戦連勝というわけではなく、む

しろ敗戦も多くカエサル自身何度も死の危険を味わった。しかし、果敢な決断力と迅速な行動、そして持ち前の

楽観的発想によってそのつど逆転勝利をものにする。加えて、名門の出ではなく身体的にも病弱というハンディ

にもかかわらず不断の努力と工夫によつて成功を手にしたことや、絶世の美女と謳われたエジプ ト女王クレオパ

トラとのメロドラマなど、大衆受けする逸話にも事欠かない。ブルー トゥスをはじめとするかつての政敵をも味

方として受け入れる慈悲深さや、戦争で得た巨万の富のほとんどを兵士や市民にふるまつた気前の良さでも知ら

れた。しかし最後は、カエサルヘのあまりの権力の集中を警戒したブルー トゥスら貴族たちのクーデターが起き、

惨殺される。享年 56歳。この 2000年以上前のカエサル業績は、実は現代にも引き継がれている。現在使われて

いる暦 (グ レゴリオ暦)はカエサルが制定したユリウス暦を改良したものであり、」uly(7月 )はカエサルの姓

(」ulius)に ちなむ語だ。『ガリア戦記』など今に読み継がれる名著も残した。「賽は投げられた」「ルビコン川を

渡る」「(ブルー トゥス、)お前もか !」 などの日常的に使用される慣用句もカエサルを由来とするものだ。カエサ

ルは疑いなく人類史上最も著名な人物のうちの一人であろう。

ロットのカエサル前奏由は、こうしたカエサルを描くのにふさわしい、覇気に満ちたスケールの大きな合奏に

よって輝かしく始まる。東の間の平和を享受するかのような静説さ、戦争を描いているとも考えられる苛烈さな

ど、短い曲の中で音楽の様相はめまぐるしく変化するが、常に一貫しているのは楽天的な明るさである。カエサ

ルはどんなに絶望的な状況になつたとしても、運命の女神は必ず自分に味方する、と自分に言い問かせて状況を

打開していったという。そうした前向きな力強さが、この音楽の全編にみなぎっている。しかし、曲の終盤にな

つて初めて絶望的な悲壮感が前面に出る。ヴァイオリンとトランペットが悲痛な声で泣き叫ぶと、薄い編成のオ

ーケス トラがまるで混濁していく意識のように崩れていき、心臓の最後の一打ちのような重々しいピッツィカー

トによって曲が締めくくられる。

このような曲相からは、ロットが描こうとしたのが、カエサルの波乱に満ちた生涯と、意気盛んな彼の生き様

と、そしてその非業の最期だつたのだろうと想像される。この前奏曲の後にどのような楽劇を展開させようとし

たのか、今となっては知る由もないが、この前奏曲だけでも単独の曲として充分聴き応えがあるので、カエサル

を描いた演奏会用序曲として完結させるつもりだつたとしても不思議ではない。さらに想像を遅しくすれば、ロ

ットがカエサル的な生き様に憧れていたとも思われる。ほぼすべての音符にアクセントをつけた強面の旋律、FfFF

から″
"ま
での強弱を指定した振幅の激しい表情、事細かに指定されたテンポ変化、頻出する「Mit aller Kraft

=全力で演奏しなさい」の指示。こうしたロットの譜面からは、微細な妥協も許さずに理想の音楽を追求する激

烈な青年作曲家の姿が浮かんでくる。自身の理想と野望のために妥協することなく突き進んだ猛者カエサルの姿

と重なって見える。しかし皮肉なことに、能力の絶頂期に非業の最期を迎えるというところまでもロットとカエ

サルは重なってしまったのだ。

参考文献 :ヴァイ グレ指揮 の CD(ARTE NOVA)の ライナー ノーツ

(曲 目推薦者 Tp.遠藤 啓輔)

ヘンデル (ハーティ編曲)/組 曲「水上の音楽」
ゲオルク。フリー ドリヒ・ヘンデル (1685-1759)は ドイツ生まれでイギリスに帰化した作曲家で、音楽の母と

も呼ばれており「ハレルヤコーラス」といえばご存知の方も多いだろう。この水上の音楽も彼の代表作で、バロ

ック音楽の雰囲気をきょうはハーティ編曲版でしばしお楽しみいただきたい。

この水上の音楽成立には逸話 (事実かどうか不明)があるので紹介しよう。ヘンデルはドイツでハノーファー
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失敗作と見倣して出版しなかったというのだ (この 2曲は「第 4番」「第 5番」として作曲者の死後に出版される)。

そして、第 1交響曲は出版されたとはいえ作曲者が少年時代に書いた習作であり、また、声楽を伴う第 2番『賛

歌』は通常の交響曲とは異質な形式であることから、第 3番『スコットランド交響曲』こそが作曲者もその価値

を認めたメンデルスゾーン唯一の交響曲と言える、と、この曲の価値を再評価する。

また、星野博士は第 3交響由の着想から完成までの 14年の歳月 (メ ンデルスゾーン 38年の生涯の実に 3分の

1以上を占める !)を追跡し、この曲の作成過程で何が障害となり、作曲者がそれをどう克服したかを考察する。

メンデルスゾーンは 20歳のとき、スコットランドを旅行中にこの曲の冒頭部分の着想を得る。ベルリン屈指の

知的な家庭で育ち、文学の素養も豊かだったメンデルスゾーンは、スコットランドに伝わる古謡やスコットラン

ドを舞台にした小説を通して、美しくも厳しい自然の中に歴史が息づくこの地に思いを馳せ、現地を訪れる。そ

して、 7月 30日 の夕方、エディンバラにあるホリルー ド宮殿で交響曲の冒頭部分をスケッチしたのである (譜

例 1)。 草原の中に、半分崩壊したまま残された、暗く残忍な権力闘争の歴史を刻む宮殿。この情景が呼び起こし

た音楽は、長調とも短調ともつかない空虚な響きを漂わせる物悲しく素朴な民謡風の旋律だった。この、器楽的

というよりは歌謡的な冒頭主題から、器楽作品の最高峰と言うべき交響曲を紡ぎだすことができず、メンデルス

ゾーンは苦労する。また、名門ライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団の指揮者に就任して同時代作品をも多

数指揮していたメンデルスゾーンは、凡百の作曲家が書くようなベー トーベンの亜流でしかない駄作交響曲は書

くまいと、一層自己を厳しく律した。そして、14年もの間、他の作品の作曲 (およびその改訂作業)を通して、

各楽章の主要主題を関連付け全由に統一感を持たせるという作曲技法を確立する。そうして完成されたこの交響

曲は、ホリルー ド宮殿で着想した物悲しい歌を長大な序奏部とし、そこから動的な主題が派生して伝統的な交響

由の4つの楽章 ――第 1楽章、スケルツォ楽章、アダージョ楽章、終楽章―一 を展開させ、最後は序奏の歌
謡主題が明るく輝かしい響きに変貌して (譜例 6)長大なコーダを形成する、という破格の大作となった。そし
て、おのおのの楽章の主題は冒頭の序奏部と関連を持ち、曲全体が有機的に結合した傑作となったのである。下

に主題の一部を譜例で示しておいたが、それぞれの主題が関連を持っているのがお解かりいただけると思う。

譜例 1 第 1楽章 冒頭

譜例 2 第 1楽章 主要主題

譜例 3 第 2楽章 冒頭

譜例 4 第 3楽章 主要主題

譜例 5 第 4楽章 主要主題

譜例 6 第 4楽章 コーダ

なお、メンデルスゾーンが家族宛に書いた手紙などから、スコットランド旅行中に着想を得たという由の成立

過程が明らかになり、今では『スコットランド交響曲』の愛称が定着している。ところが、作曲者自身はタイ ト

ルからの連想で交響曲を聴かれることを嫌ったため、愛称をつけなかつたのはもちろんのこと、曲の成立過程さ

え生前は明らかにしなかった。そして、驚くべきことに同時代の作曲家シューマンはこの交響曲第 3番をメンデ

ルスゾーンがイタリアを旅行中に着想した作品と考えていたというのだ (当時はまだ『イタリア交響曲』はドイ

ツで初演されていなかった)。 曲目解説を書いていながらこんなことを結論付けるのは自己矛盾めいているが、結

局音楽を楽しむのに一番大切なことは音それ自体を真摯に聴くことだといえよう。この曲を聴きながら目の前に

″

―
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京都フィロムジカ管弦楽団「反の会」会員様ご汚名

渡辺 真人様
渡辺 和美様
松村 里香様
渡辺 一真様
渡辺 由加理様
渡辺 晴菜様
杉本 幸子様
安藤 美知穂様
稲村 董雄様
遠藤 時金様
丼谷 宏美様

鎗本 不□弘様
谷□ 佳隆様
岡本 幸雄様
信広 澄子様
横田 洋子様
吉田 育弘様

孝本 浩基様

吉田 寛子様
木下 清美様

西坂 壽美子様

松浦 淳司様

大ノヽ本 文人様

吉原 和敏様

大内 きくゑ様

岡島 敦子様
小松 朋美様

鈴木 一俊様

谷村 暉様

松田 太加志様

辻 良治様

2002年 4月 に発足しました「友の会」は上記会員の皆様方よりご支援いただいております。(5月現在)

一の J″″″一

選曲していたときには気付かなかつたのですが、今

年はメンデルスゾーンの生誕200周 年にあたるそ

うです。そのため、今年は多<のオーケストラ・演奏

家がメンデルスゾーン作品の演奏を予定しています。

皆さんがもし、本日の私たちの演奏でメンデルスゾ

ーンに興味を持たれましたら、そうしたメンデルスゾ

ーンを演奏するコンサートに足をお運びいただき、彼

の様腱な作品を聴いていただきたいと用います。

ごr″ Fアンバ職彦♂澤気彦所場を戸て下 / ノ
各種旅行会社 (JTB。 日本旅行 etc)国 内・海外
バンフレット取扱い可能 I!

他にもスホ―゚ツ・音楽合宿、スキー旅行、団体旅行も

取り扱つております。

日本教育旅行株式会社

京都市下京区下数珠屋町通東洞院東入

TEL:075‐ 351‐ 0405
http://www.net‐ fl・eeway.com

担当 藤圏 珠里

印刷のことなら

地 社
T602-0858
京都市上京区河原町荒神口上ルニ筋目東入ル

TEL (075)231-1 727 1Rl
FAX(075)256-4604
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ

,第26回定期演奏会ゃ
2009年 12月 6日 京都府長岡京記念文化会館
諸丼 三郎/小交響曲 一こどものための一

ブルックナー/交響曲第7番       (予 D

9「反の会」会員随時募集中々

フィロムジカの活動を応援して<ださる方を募集しています

疇 】  1□  1,OOO円   側  FB5】 ご入会いただいた月より1年間
隔 則   1.期間内の定期寅奏会lミ 1□につき1名様を無料ご招待
2.初 E寅封護動のご案内
3.劇 寅発会プログラムヘのご汚名の掲載

お申込み。入会に関するお問合せ  Td&Fax 075-605-0123 CttD  E― n画II tomoOkyotophilo.oom

,新入団員随時募集中ゃ
～私たちと二緒に演奏しません鯛 まずまお気軽に見学にお越し<ださしヽ 団員一同、お待ちしております。～
私たち京都フィロムジカ管弦楽団|よ 近畿各府県や三重県に在住する団員が週に一度京者剛こ集まり、力

を合わせて活動しています。定期演奏会だけでなく、アンサンブルなども楽しんでいます。

第28固定期演奏会 の010年 12月頃)で |よ 大曲のブルックナー交響曲第8番 (初稿)の演奏を
目指しています。

「一緒に演奏したい !」 という皆様のご参加をお待ちしています。

●募集パート ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス (3玄凛鋸計急泰謝 !)
ピッコロ・オーボエ 0ファゴット・トロンボーン・打楽器

※ピッコロはフルート兼務。 トロンボーンはテナー、ノヾスともに募集中。
※管楽器・打楽器はオーディションを行つております。

※コントラバスは団所有の楽器があります。楽器運搬に不安がある方はご相談<ださい。

朧 日B詞 毎週日曜日 午後1時～午後5時  春と秋に2泊 3日の練習合宿 (大津市内)
〔練習場所〕京都芸術センター、および可原町丸太町・諦 申□周辺など京都市内各所

〔諸費用〕 活動費 :3,OOO円/月 合宿費 :15000円程度 )端 カロ費 :2XXЮ-3QOOO円 (学生|ま響D

入団・見学に関するお問い合わせ先 E―mail:recruitOkyotophlo.∞ m

京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ http://www.Ootophlo。 ∞ m/

過去の演奏曲も紹介しております。是非一度ご覧<ださい。



訂正をお願いいたします
バンフレット・リーフレットの訂正

ハンス・ロット作曲 『ユリウス・カェサル (ジュリアス・シーザー)』 への前奏曲
の本日の演奏を、「日本初演」としておりましたが、

東京アカデミッシェカペレ 第 32回演奏会 (指揮 :長田 雅人)
2006年 11月 19日、オーチャードホール (東京)

において、この曲が寅奏されていることがわかりました。

そのため、パンフレット。リーフレットにおける「日本初演」の表記を、「関西初演」と訂正
して<ださいますよう、ょろし<お願いいたします。

バンフレットの訂正

出演者名簿に  Bratsche 上田 秀樹 (客)寅) を追加して<ださぃ。

2009年 6月 7日 京都フィロムジカ管弦楽団・印刷係


